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地域の方々に親しまれる森を目指して 

八ケ崎の森 植樹祭       

川上将夫  

 

 

 

 里やま応援団の一起の会が維持管理を行っている八ヶ

崎の森で、１０月３１日に植樹祭が行われ、里山応援団

関係者、松戸市みどりと花の課関係者、小金原 9 丁目町

会長、子供連れ２家族など、計 36名が参加しました。 

二年前、森で

広い範囲の樹木

の伐採がありま

した。森を大切

に思い整備作業

のボランティア

をしていた里や

ま応援団一起の

会にとっては大

変ショックな出

来事でした。し

かしその後は、

地域の方々に親

しまれる森作り

に取り組もうと、

森の再生を目指し、伐採後の森の片付けに汗を流してき

ました。そして今回森の再生のため、また近隣の方々に

も森に入っていただき、森の再生・育成への理解と協力

をお願いするため、「第１回植樹祭」を開催しました。 

開会にあたり一起の会代表の高木さんからは「今回の

植樹が再生への第一歩」と力強い挨拶がありました。ま

た近隣町会長の小林さん、松戸市みどりと花の課の島村

課長からも挨拶があり、地権者からの祝電も紹介されま

した。いずれも所有者、市民、行政が連携して森を守る

ことの大切さを、皆さん熱く語っていました。 

開会式後は早速植樹です。10 種類 34 本の苗木を斜面

地に植えます。斜面地を３段にわけ、隣接マンション近

くは低木、中間には中高木、奥には高木というように、

ゾーン別に異なる樹木を決め、またできるだけ見て楽し

めるようにするため、ヤマザクラ、ヤマボウシ、マユミ、

ガマズミなど花の咲く木を選びました。 

参加者それぞ

れが苗木を一本

ずつもち、決めら

れた位置に穴を

掘って丁寧に植

えます。植える際

には応援団の方

が植え方や添え

木に固定する方

法など、いろいろ

アドバイスをし

てくれます。雨上

がりであったた

め泥だらけにな

った方もいまし

たが、子供たちを含め全員参加で作業を行いました。 

植えたあと、樹木名と植樹した人の名前が書かれた竹

板をとりつけて、全作業が終了し、最後に記念撮影です。 

森の再生にはこれから息の長い活動が必要で、来年の

植樹祭の企画も早速準備されています。みんなで八ヶ崎

の森の活動を見守り、応援しましょう。 

                
 
                              No.31     

緑のネットワーク・まつど 

代表：川上将夫  年会費：1000 円 

連絡先：高橋盛男 047-367-2857 

渋谷孝子 04-7153-5392 
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 11月 28日、久しぶりに気持ちのよい朝を迎えました。

太陽の光がのどかな春の日を思わせるように、黄葉を照

らしています。集合したのはちょうど 50人。八柱駅から

イトーヨーカドー前の鮮魚街道（※）を横断した宮前公

園で、本日のコース、白髯神社、徳蔵院をめぐり、八柱

霊園、ゆいの花公園への説明がありました。宮前公園で

は、雷の落ちた跡と思われる焦げ跡の残るケヤキを見上

げながら、樹木は樹皮に近い細胞で成長するという学習

をしました。隣の白髯神社ではカヤから取れた実を味見

し、「初めて口にする」と表情をほころばせる参加者の声

が聞かれました。 

 徳蔵院では、墓

地から南北に走る

国道３・３・７号

線を越えた向こう

側に、幾分霞んだ

八柱霊園、松飛台

工業団地が眺める

ことができました。

高層マンションや

住宅地が一帯を取り囲み緑や樹林は一部分に見える程度

でしたが、少ない分緑が濃く、威力があるように映りま

した。 

 八柱霊園参道の直前、春木川が流れていました。生活

排水が混ざり、幾分臭気も漂っていました。これでも、

大分きれいになったと説明がありました。参道の目の前

にはカクレミノとブロック塀をつきやぶって生育してい

る「ど根性」なビワが花を咲かせていました。 

 霊園は、紅葉が真っ盛りでした。表から見ても、裏か

らすかしてみても見事に真っ赤でした。モミジの量の多

いことにも驚きました。 

霊園では講道館創設者の嘉納治五郎、詩人西條八十、

ピアニストのクロイツァーの墓所を訪ねました。樹木も

ナンテン、アセビ、モッコクを同時に観察、スタッフか

らスダジイの実のご馳走が振舞われ、秋の味覚で一息つ

くことができました。 

 霊園の広さは百ヘクタールを超え、墓地は百六万区画

が数えられています。この日も墓参者が大勢訪れていま

した。霊園を出ると市立松戸高校の側道を通って「ゆい

の花公園」に到着です。 

 ゆいの花公園の芝生広場でお弁当を広げました。公園

は市内の篤志家が寄贈により生まれた貴重な花の園です。

松戸市と市民ボランティアが協働で、花壇づくり、花壇

メンテナンス、イベントを開催する全国でも珍しい公園

です。まちづくりやコミュニティーの形成にも寄与して

いると、先日、国土交通省から表彰されました。 

 午後、公園内のマグノリアハウスで、霊園の印象、ゆ

いの花公園とボランティアの活動、などについてテーブ

ルごとに話し合いを行いました。霊園の紅葉を初めてみ

た、紅葉に感動したと感想を漏らす人が圧倒的でした。

霊園の樹種の多さにも驚いた様子がアンケートに綴られ

ていました。なかには霊園のそばに住んで十年経つが、

こんなによい所だとは思わなかったと感想も聞かれまし

た。今回のツアー参加はまさしく身近なみどり再発見に

なったことでしょう。 

 開園３年目のゆいの花公園は、遊具を置かない、乳幼

児が安心して遊べる貴重な公園なので守ってほしい。花

壇づくりボランティアの活動を続けてとの感想も聞かれ

ました。公園を知らない人も多い、広報宣伝をとの提案

もありました。 

（※鮮魚（なま）街道＝その昔、利根川の布佐河岸と江

戸川沿いの松戸の納屋河岸を結ぶ街道で、距離は約３０

kmである。納屋河岸からは船に積んで江戸日本橋の魚市

場へ運ばれた。） 

 

 

 

 

都市に残る緑の大切さ

を、子どもたちに伝えた

い・・・。そんな思いで『里

山わくわく探検隊』という

イベントが、１２月４日お

こなわれた。この日、小学

生を中心とした子どもた

ち４１名、他保護者やスタッフを加えて総勢 ９３名が

関さんの森に集いました。 

『わくわく探検隊』は、６つのポイントをまわりました。

「ケンポナシ物語」では、老木ケンポナシをテーマにし

松戸のみどり 再発見ツアー⑨ 

「素晴らしき紅葉の八柱霊園」 

藤田 隆 

    

『わくわく探検隊』に集う子供たち      

関さんの森  川上将夫 
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た紙芝居と歌。道路用地上にあ

るので、がんばって移植に耐え

てほしいものです。 

「森の番人フクロウのゆくえ」

では、１０年前まで営巣してい

たフクロウが、なぜいなくなったのか、どうすれば呼び

戻すことができるのか。

フクロウのぬいぐるみを

使って、自然保護のお勉

強。 

「ミクロウォッチング」

では、“ひっつき虫”（ケ

モノに付着して運ばれる

タネ）のお勉強。どの様なし

くみでひっつくのか顕微鏡を

使って調べました。 

「あそぼうパン」のポイント

では、カヤの実を入れたパン

の生地を棒に巻きつけ、焼いて

食べます。写真を見てください。

おいしそうでしょう！ 

最後は、『わくわく探検隊・森

の子認定書』を子どもたちに渡

して、イベントは終了。森を大

切にする人の環が、ちょっとだけひろがりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 松戸市は、緑の都市づくり部門で、最高賞の国土交通

大臣賞を受賞しました。今回の受賞は、里やま保全や花

壇づくりなど、行政と市民活動が連携した緑のまちづく

りが大きな評価を受けました。 

 これを受けて、１１月２４日、松戸市長から、松戸里

やま応援団、松戸花壇づくりネットワーク、根木内歴史

公園サポーター・根っ子の会の３団体に、感謝状が贈ら

れました。また、みどりと花の課も、市長表彰を受けま

した。 

 自分たちではなかなかわかりませんが、「みんなの森づ

くり 10 周年記念フォーラム」での松戸の活動紹介とあわ

せて、松戸の里やま保全活動が全国レベルで評価された

ことに、自信をもってこれからもがんばりましょう。 

 礎を作ったのは緑ネット。        （野口） 

 

 

 

 

 

 

小浜の森の会は「里やまボランティア入門講座２００

８」の修了生で 2009年４月に立ち上げ、同年６月から実

質の保全活動を始め１年半が経過しました。会のフィー

ルドは「松戸市高塚新田９３－１」に位置する０.６ha

ほどの樹林地で、「小浜屋敷の森」と命名しました。 

この間の活動は、不法投棄のごみ回収・枯れ木の処理・

密集しているマダケの伐採などの作業に費やしてきまし

た。森の良さと楽しみを皆さまと一緒になって享受する

のに、もう少し頑張りが必要です。 

直近の予定（H２3年３月まで）としましては、中～大

木を中心に樹木調査を行い、南西の市道側にはテングス

病に侵されたマダケ伐採跡地に小鳥や昆虫を呼べる木々

や草花を植え込むつもりでおります。 

お陰さまにも、松戸市みどりと花の課や松戸里やま応

援団の皆さまのご協力を頂き、地主さんはじめ近隣の

方々の深いご理解も頂戴し、怪我や事故を起こすことな

く活動を続けております。また３名の新規加入者を迎え

会員数は１５名となり、活動にも弾みがついてきました。 

                    森で一周年記念食事会 

 緑を慈しみ、ものづ

くりを楽しみたい皆さ

ま、是非一度小浜屋敷

の森へ遊びに来ません

か。（一日体験活動もや

っています。）定例活動

日は「第２金曜日」と

「第４木曜日」の月２

回、１０時から１３時

に行っています。 

㈶都市緑化基金 第３０回緑の都市賞 

緑の都市づくり部門で 

松戸市が 国土交通大臣賞  

市民活動と連携した緑の都市づくりを評価 

    

〈特集〉   

小浜屋敷の森で遊びませんか？ 

              小浜の森の会 代表：角田安弘  

                    事務局長：松田明光 

    



緑ネット通信 31 号 

 

 

- 4 - 

 

 

里やまボランティア入門講座 2010 

女性 10 人、男性 9 人が受講しました。早速年内に２回

の修了生交流会が行われ、８期目の新たな里やまボラン

ティア団体を設立することを確認し、役員を選出しまし

た。当面、先行団体の活動などを体験しながら、独自の

活動フィールド探しを進めていくそうです。講座には多

くの森とボランティアメンバーが協力しました。 

ステップアップ講座「松戸市の環境行政について」 

10/19 里やま応援団グループ主催（講師：環境計画課

減 CO２担当室 町山室長）で行われました。 

松戸ふるさと森の会の研修会 

11/19 恒例の研修会が行われ里やまボランティア団体

の代表も招待されて参加しました。今年は、松戸里やま

応援団が共同で取り組んでいる「秋山の森」と、第 6 期

生の「小浜屋敷の森」を訪れ、ボランティアによる整備

の成果を視察しました。視察後、昼食懇親会で、森の所

有者、ボランティアの交流が行われました。 

秋の青少年教室森の探検隊（青少年会館） 

10/2 囲い山の森でおこなわれました。 

こどもたちの自然体験等 

10/12 幸谷小 1 年生が関さんの森で自然体験 

10/20 馬橋北小 1 年生が関さんの森で自然体験 

10/22 馬橋北小 2 年生が関さんの森で自然体験 

11/1 幸谷小 2 年 2 組が関さんの森で焼きいも体験

11/6 戸定祭に協力し学生達と交流 

11/16 八柱幼稚園年少組 122 名 新山の森で探検 

11/24 幸谷小 2 年生関さんの森で自然体験 

11/29金ｹ作小1年生が三吉の森でドングリ細工を体験 

その他 

ミニ門松作り、音楽会、餅つ

きなど様々な活動が活発に

行われました。キノコの収穫

を楽しんだ会もあったよう

です。   

三樹の会お得意のミニ門松→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松戸のみどり 再発見ツアー11（観察学習会 32） 

｢歴史薫るみどり･本土寺周辺～大谷口歴史公園を歩く｣ 
松戸市最北部の小金北地区には、いまも歴史薫るみどりが多く残されています。東平賀貝塚、本土寺周辺、広徳寺、

大谷口歴史公園を観察し、身近な市内の『歴史と緑』を考えましょう。 

2 月 13 日(日)  9:30～14:30 （小雨決行）  参加費３００円（会員は 100 円)   

集合 ＪＲ常磐線 北小金駅 改札口 9：30 集合     持ち物 弁当、飲み物、雨具  

問い合せ 090-2935-9444（高橋）     ※終了後に定例会をいたします。ご参加ください。   

みどりのネットワーク情報（2010.10-12） 
～しぜんのコラム 13～  

ウラギンシジミの越冬 
 
寒い冬は、生き物たちにとっては過酷な季節。昆

虫の多くが卵や蛹で越冬する中、翅の裏が全面銀色

のウラギンシジミは成虫越冬。ツバキなど常緑樹の

葉裏で、翅をピッタリ閉じてじっとしている。 

千駄堀(21世紀の森と広場)の野草園、トイレ前の

ツバキの生垣は、越冬中のウラギンシジミの観察ポ

イント。しかし、ここ２年間は姿を見ない。公園内

を探し、やっと別の所で見つけたのが、下の写真だ。 

 
シロダモの葉裏で越冬するウラギンシジミ 

(2011.1.2 山田純稔，21世紀の森と広場・木もれ陽の森) 
 

千駄堀のウラギンシジミが減った理由は、クズ(幼

虫の食草)の減少。どうやら公園側はクズを積極的

に駆除しているらしい。つる性のクズは成長が早

く、大きな葉は植物群落を上から覆いかぶす。植物

の多様性を維持するためには、クズの駆除はある程

度はやむを得ないが、クズを底辺とする食物連鎖も

あるから、ほどほどにしてほしいものである。ちな

みに、クズは緑化のためにアメリカにも持ち込まれ

たが、今ではずいぶん迷惑をかけているらしい。 
  
ところで、ウラギンシジミのおしゃれな脚に注目

してほしい。昆虫なのに２対しか見えない。長い触

角も無い。ウラギンシジミは、触角と前脚をしまい

こんで、春がくるまで 100 日以上、じっと葉の裏で

耐えている。「葉の裏で冬を生きぬくチョウ」(高柳

芳恵著，偕成社)という本がある。３人の子をもつ主

婦の 10 年間の観察記録。オススメです(小金原分館

にあります)。 

 (山田純稔)             
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都市の緑を残すためには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動のテーマは、みどり特に
樹林の保護･保全を願う人やグループと連携しその輪を広げ，豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

緑のネットワーク・まつど 
 

 代表：川上将夫   

年会費：1000 円 

  連絡先：高橋盛男 047-367-2857  

  渋谷孝子 04-7153-5392 

 

  

 

 

 

今年５月に、おそらく全国で初めて開催される「オープ

ンフォレスト in 松戸」について、事務局長の山下さん

にお話を伺いました。  (聞き手：吉田 撮影： 岡本) 

 

 オープンフォレストのいわれは・・・・ 

山下さん 「オープンフォレスト」とは「オープンガー

デン」に倣った「森の公開」という造語です。 

「松戸里やまボランティア入門講座」がスタートして９

年目を迎えるなかで、三樹の会は活動の 200 回目を「森

活 200」と 銘打って祝い、１期から８期のボランティア

グルー プの里やま活動の累計も今年５月で 1000 回を迎

える見込みになっていました。いわば記念の年、節目に

あたっておりました。 

しかし、松戸にも素晴らしい森

があるのに一般には知られて

いない、ＰＲが足りないと痛感

していたが、たまたま流山での

「オープンガーデン」 や４月

29 日の「みどりと花のフェス

テバル」も重なり、６月にその

打ち上げの席で皆さんの中か

ら連想ゲームのように「森を市

民に公開する～ オープンフォ

レスト」が発想されたというの

が実情です。 

 

経過は・・・・ 

山下さん 準備会議が発足し

たのが昨年の６月、実行委員会

がスタートしたのは同８月で

すが、実行委員会には地主さん

の代表の方も加わり、以来８回

会合を重ねてきました。地主さ

んが「ノー」と言ったら実現す

る話ではないので、地主さんの

方に加わってもらえたのはよ

かった。 

なお、折から松戸市

が「緑の都市賞国土

交通大臣賞」を受賞

しました。これは直

接のきっかけではあ

りませんが、追い風

になりました。又、

趣旨にご賛同いただいた市内の企業・事業者・団体や個

人の方々には、沢山の協賛をいただき感謝しています。 

 

どういう構想ですか・・・・ 

山下さん 千葉県では数年前から５月を「里山月間」と

し、５月 18日を「里山の日」

としてきたが、これと連動す

る形で「オープンフォレスト

in松戸」では、５月 14日（土）

～５月 22日(日) と、平日は

都内に通勤していて地元を

あまり知らない松戸都民の

為にも土日を２回入れた９

日間を「松戸里やま週間」と

しました。この週間にさまざ

まな行事、催し物を行ってい

きたいと考えています。 

オープンフォレストはどな

たでも参加できます。是非子

どもたちにも来てもらいた

くて、森の中でロープを使っ

て遊ぶとか、竹細工教室をや

ろうとか、あるいは炭焼き体

験、野草の天ぷら・・・と、

今は森ごとにプランを練っ

ている段階です。 

また、「再発見ツアー」のよ

うな森をめぐるツアーも当

日本発？！  

オープンフォレスト in松戸 

         …森のすばらしさを知ってもらいたくて

…                                                                 
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然ありますね。当初、森をめぐるバスツアーという構想

もあったが、人手不足の問題もあり今年は見送りました。 

なお、初日の 14日には「オープンフォレスト」の開会式

が 21 世紀の森と広場パークセンター２階シアターで行

われます。開会式には会場の都合もありますが、市民の

方も先着 30 名様程度の入場は可能なので、その時 21 世

紀の森に来られている方に入ってもらえるようＰＲした

いと思います。この開会式では市長のご挨拶をいただく

ことになっています。 

 

広報活動は・・・ 

山下さん ポスターの制作をすすめており、出来次第市

内各所の支所への掲示などのほか、「オープンフォレス

ト」は市との共催ですので、市広報紙への掲載に止まら

ず市とも十分相談していきたいと思っています。 

 

今後への期待は・・・・ 

山下さん いま公開を予定している森は 14 箇所ありま

す。面積はあわせて約 10haほどでしょう。市内の森は全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部で約 110ha と見られますから、全体の約１割というこ

とですね。これらの森を「松戸里やまボランティア入門

講座」を修了された皆さんを含めた全部で 13の団体、グ

ループ が世話をしてきました。 

「オープンフォレスト」を通じて、市内の樹林地は約４％

と低く緑が増えていないことも事実ですが、持ち主の想

いとボランティアの汗、行政の協力、この三者が一体に

なって「松戸のみどり」を守ろうとしていることを市民

の皆さんに知ってほしいし、みどりの大切さ、素晴らし

さを感じていただけたら幸いです。 

そして、新たなボランティアの参加者の増加とともに、

特に若い皆さんの参加を促す機会になればと期待してい

ます。  

今後は 毎年やって行くことで、最終的には 市民運動的

に、誰でも参加し皆が森を守っていかなければいけない

という意識を持ってもらえるようにしたいと思います。 

なお、今年はたまたま国際森林年で もありますね。 

最後に、実行委員会を支えてくださっている皆さま、応

援して下さっている仲間に感謝しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＪＲ北小金駅９時 30 分、改札口から本土寺参道途中

の東平賀公園へ移動した。総勢 59 名と「松戸のみどり

再発見ツアー」企画では最大規模となった。 

 今回のツアーでは、松戸のみどりがどの程度あるの

か、自然度はどうか、生き物が住みやすい環境になって

いるのか、などを参加者自らの目と感覚で調べるという

参加型企画であった。 

 東平賀公園、本土寺、幸田第一公園、大谷口歴史公園

は貝塚、縄文式集落、中世の城跡と歴史に触れることの

できるルートとして、松戸市の「水と歴史の回廊マッ

プ・小金北地区」に指定されている。 

 東平賀公園は東平賀貝塚が南北約 160m、東西約 130m

にわたってドーナツ状に広がった貝塚で、松戸市内に

ある貝塚でも大規模なものといわれている。松戸市の

江戸川、坂川、富士川が流れる低地はか 

つて海だったところで、舌状に突き出した谷 

津は海から立ち上がり、台地を形成している。 

縄文人はそうした舌状の大地のうえで魚介類 

を採っては暮らしを営んでいた。貝塚の発掘調 

査に加わった北山さんから詳しい説明が聞かれた。 

東平賀公園から本土寺の参道で自然度をチェック 

してみた。□木は大きいか、□木は強い剪定をさ 

れていないか、□根ものびのび張れそうか、□木 

の種類が多様か、□ほかの緑地との連続性がある 

かの 5点満点でチェックをした。木は大きいが、 

選定され、根の伸び具合も敷石と車道に阻まれ、のびの

びとはしていなかった。木の種類は、数えられるだけで

も７、８種類と豊かだったので３点くらいの評価だった。

自然度チェックは畑、住宅地、寺社、公園の合計 10ヶ所

をチェックした。 

 本土寺は、春はサクラ、夏はアジサイ、秋はモミジを

愛でる人々が集い、賑わうことで有名である。本土寺の

自然度どうだったか。□大きな木が多く、□草むらや薮

があり、□落葉の積もったフカフカの土、□木や草の種 

類が多い、□ほかの緑地との連続性があるなどで５点満

点が取れた。寺の参拝は本旨ではないので仁王門から幸

田公園へと先を急いだ。 

幸田第一公園まで住宅地、畑地が続き、自然度チェッ

クを試みた。ヤブや草むらの少なさ、落ち葉の積もった 

 

松戸のみどり再発見ツア⑪（観察学習会 32） 

「歴史薫るみどり・本土寺周辺～大谷口歴史公園を歩く」 

                                                                    藤田 隆 
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ふかふかの土がないなどの点で

３～４点の評価だった。幸田第

一公園は貝塚や竪穴式住居跡

の調査が行われ、住居跡 165 軒

が確認された。三内丸山遺跡に

も匹敵する縄文時代の史跡であ

る。 

 幸田第一公園から程近い、華厳寺は正月２日に行われ

る火渡祭で有名だが、自然度は、境内が掃き清められ、

ふかふかの土はのぞめなかったため、昆虫や小動物の生

育には難しい評価となった。高台にあることから、建物

に邪魔されることなく富士山が望め、ほかにはない景色

が楽しめた。さらに東京スカイツリーまで望めたのは、

医王寺から広徳寺へ向かう道路上で、広がる視界に邪魔

な建物もなくパノラマビューを楽しんだ。 

 途中の浅間公園からは流山市の緑に覆われた樹林地が

眺められ、流山市は緑が多いとの感想が洩れてきた。広

徳寺から大谷口歴史公園を目指した。こんもりとした山

を自然のままいかし、城を築いたのは中世の 1537年とい

われ、高城氏が支配していた。城跡には、畝堀(うねぼ

り)・障子堀・土塁などが残され、中世のあるがままの姿

を見られる貴重な文化遺産である。 

 暖かい日差しを浴びて、ほっとする陽だまりで昼食を

広げた。昼食を終えると其処此処で歴史談義、樹木談義

が始まった。天神案に場所を移し、振り返りシートで確

認しながら、今日のコースを振り返った。自然度チェッ

クについては緑の少なさをあらためて実感したこと、み

どりに対して新しい見方、再認識できた。歴史のある街

を再確認したなど、新しい発見があったことに対して評

価が高かった。 

 自然度チェックについても、初めての試みにも関わら

ず、好評で、大きな木、種類が多いといったときのモノ

サシは？といった質問からチェック項目を増やしてはな

ど参加者の関心が集まった。 

「お気に入りの緑」については、２１世紀の森と広場

が多く、坂川、江戸川、松戸の斜面林などそれぞれお気

に入りのみどりを持っている様子が窺われた。 

 

 

 

 

 

ケヤキ、エノキの移植 
関さんの森を通る新しい道

路をつくるために、子どもの広

場の端に生えていたケヤキ(１

本)とエノキ(２本)が、２月１－

２日に 30 メートル離れた場所

へ移植されました。 

樹齢100年をこえる巨木（11

～22 トン）の移植は珍しく、

100 トン吊りの巨大なクレー

ン車が必要でした。当日は小学

生、千葉大学生、近隣住民が多

数見学に訪れ、クレーンが 22 トンのケヤキを重そうに運

ぶときは、ガンバレーという声援が聞かれました。 

 100 年以上も仲良く一緒に生きてきたケヤキとエノキ

３兄弟は、移植先でも仲良く一緒。新住所に落ち着いた

ケヤキとエノキは、これから関さんの森の一員としての

新しい生活を始めます。夏には沢山の葉をつけて、道行 

く人に涼しさと

潤いを与えてく

れるよう頑張っ

て欲しいもので

す。           

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県生物多様性モデル事業・湧水池整備 
１昨年は県か

ら「生物多様性

モデル事業」の

助成金を受けて

橋の整備をおこ

ないましたが、

昨年もあらたに

助成金を受けて、

湧水池の整備に

取り組んできま

した。この１月

関さんの森 

ケヤキ、エノキの移植と、湧水池整備 

  川上 将夫 

    

移植後 

移植前 
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～しぜんのコラム１４～  

待望のフキノトウ 
 
２月６日、関さんの森(熊野権現)にてフキノトウ

を発見。摘んで天ぷらにしたい気持ちをガマンし

て、その後の成長を見守ることにした。 

フキノトウはフキ(キク科)の花芽。雄花と雌花が

あるが、それは開花しないとわからない。このフキ

ノトウがどちらなのか、早春の自然観察のネタとし

て、とっておきたいからガマンだ。あいにくこの原

稿を書いている段階では、まだ不明。皆さん、開花

したフキノトウがあったら、雄花か雌花か、オシベ

があるかメシベがあるかを確認してみてください。 

 
フキノトウ(関さんの森にて) 2011.2.6山田純稔 

 

ところで、フキノトウの花言葉は『待望』。フキ

ノトウを見つけると、待ち遠しい春も間近か。それ

に山菜としても楽しみである。天ぷら、お浸し、ふ

き味噌。大きな葉が開いたら、葉柄を煮物や“きゃ

らぶき”に。ただし、フキにはピロリジンアルカロ

イドという肝毒性の物質が含まれているから、灰汁

抜きしてから食べるのが原則である。 

(山田純稔)             

 

中旬―下旬には池周辺の足場補修の作業や、生き物たち

の生息域を保護するための立ち入り制限区域の作業を行

いました。特に１月 16 日は早朝からなんと雪。極寒の中

焚き火を炊きながらの作業でしたが、作業班のメンバー

は足場の泥水にもめげず元気一杯でした。なお３月 20

日には完成式が行われます。 

これら一連の整備事業により子供たちはより安心して

遊べる様になりました。また以前に生息していた多様な

生物たちが戻ってくるといいですね。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                          

                                                                      

安心して水辺で憩う親子 

★松戸のみどり 再発見ツアー12 （緑のネットワー・まつど主催 観察学習会 32） 

｢松戸の里やま風景から昭和のガーデンシティーへ｣ 
里やまボランティアが活動する金ヶ作地域の森と、緑豊かな常盤平団地を訪ね、 

身近な緑について考えましょう。 

４月９日(土)  ９：３０～１２：３０ （現地解散・雨天中止） 参加費３００円（会員は 100 円)   

集合 新京成線 常盤平駅 改札口 9：30 集合     持ち物 飲み物、雨具  

問い合せ 090-2935-9444（高橋）     ※終了後に定例会をいたします。ご参加ください。 

 

★松戸のみどり 再発見ツアー13 (緑のネットワーク・まつどの主催ではありません) 

「松戸宿から戸定邸へ 歴史と水辺の散歩道」 
川港として栄えた松戸、その歴史と水辺を訪ねます。 

 ４月２３日（土） 9：30～12：30 （現地解散・雨天中止） 参加費５００円（資料・保険・お茶代）  

 集合 松戸駅西口デッキ集合 9：30 集合    

問合せ・申込み 往復はがきに住所、氏名、連絡先を明記のうえ、以下の住所まで。 

〒271-8588 松戸市小根本 7-35 みどりと花の課 ℡366-7378 〆切り 4 月８日(金)定員 20 名（抽選）   

「オープンフォレスト IN 松戸」協賛企画 

 

整備事業完成
後の姿 

＝緑のネットワーク・まつど 総会のお知らせ＝ 

6 月 11 日（土）17：00～ 市役所前テント小屋にて 

2011 年度総会を開催いたします。事業報告・事業計

画案審議、会計報告・予算案審議などを行いますので、

会員の皆様どうぞご参加ください。 
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松戸の森の夏 ２０１１ 
 

この夏も、子どもたちや親子連れなど一般の方が森に入って、ステキな自然体験をしました。 
森を森のまま所有している所有者さんの理解とボランティアの活動の両方があってのことです。 

松戸の森・・・小さな森だけど なかなかやるじゃない！ 

                
 
                              No.３３ 
 

 

都市の緑を残すためには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動のテーマは、みどり特に
樹林の保護･保全を願う人やグループと連携しその輪を広げ，豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

 
緑のネットワーク・まつど 

 
 代表：川上将夫   

年会費：1000 円 

  連絡先：高橋盛男 047-367-2857  

  渋谷孝子 04-7153-5392 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

根木内歴史公園で、7 月 27 日新松戸幼稚園児

30 名がザリガニ捕りを楽しみました。 

８月３日には恒例の「虫ハカセになろう」が

開催され、３０名の子どもとその保護者が元

気に虫を追いかけ、先生と一緒に虫を調べた 

りしました。 

ボランティア体験の 

中学生高校生も受け 

入れ、お手伝いして 

もらいました。 

８月２３日には恒例 

の｢クラフト作り｣も 

予定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関さんの森では葛飾区の幼稚園児、幸谷小、馬橋北小、近隣中学科学部

の生徒が訪れ自然に親しみました。８月 7 日の「夏のしぜん探検 in 関

さんの森」では３０名の親子が森の自然で楽しいひとときを過ごしまし

た。看護学校の学生たちの整備ボランティア体験も予定されています。 

 

 

 

 

 

 

 
 

三吉の森では今年もボランティア体験の子どもたちを受け入

れました。７月２５日と８月６日、のべ 20 人の中学生高校生

が森の自然を観察したり、整備の体験をしたり、流しそうめん

を楽しんだり、学校では体験出来ないすばらしい時間を過ごし

ました。 

そのほか 

８月２８日に

囲い山の森で

「森の楽校」

なども予定さ

れています。 
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「里やまボランティア入門講座」の栄えある第一期生！「一

起の会」がお世話されている「八ケ崎の森」は、松戸消防署の

訓練場のちょうど真後ろに位置し、0.7ha ほどの広さである。6

月 18日、昨年 10月に続いて２回目の「植樹祭」が行われまし

た。 

 梅雨時の晴れ間とも言えない空模様で心配された雲行きで

あったが、参加者は緑と花の課長の島村氏、地権者の代表

の方、地区長会長さんなどの他、子供連れのお母さん５組ほ

ども含め、総勢３８名という盛況でありました。 

開会式の後、早速植樹が始まった・・・テレビなどで高貴な

お方の植樹の模様を見かける

ことはあるが、自ら行うのは実は

始めてのこと。 

植樹を行うのは住宅と隣接す

る斜面地帯である。斜面部分は

高低幅が約 30m、左右幅は約

80m程であろうか。緑を切り取っ

たような状態になっている。 

植樹すべき場所に添え木とと

もに苗木が置かれています。苗

木は10種類32本用意されてい

た。 シャベルやスコップなども

置かれていて、少し掘って埋め

るだけ。あっけないような・・・気分ではありましたが、見た目以

上に何かと配慮はされているのですね。 

斜面地は３段に分かれており、隣接のマンション近くには

低木、斜面の中間には中高木、奥には高木 というように、ゾ

ーン別に異なる樹木を決め、またできるだけ見て楽しめるよう

にするための工夫もされた花や樹木種が選ばれている。 
代表の高木さんは、あと１～２回の植樹祭の必要を感じて

いるようだが・・・何となく毎年やって欲しいような気分になって

いた。 

植樹祭という・・・森のお祭りだからだ

ろうか・・・お母さんと一緒の幼児たちに

は森のハンモックも用意されていた。

ハンモックに揺られながら天を仰いだ

子供達は、どんな夢をみたのだろう

か・・・ 想像すると嬉しくなる。 

しかし、植樹祭を行うことになった経

過は、それほど牧歌的なものではあり

ませんでした。 

 植樹を行った場所は、元々は立派な

樹林地であったらしいが・・・樹林地の

近傍には都会の運命のようなもので住

宅が押し寄せていた。樹林地の周囲の

皆さんにとってみれば、「緑」は心を慰

めてくれるだけものではない、邪魔者

以外の何物でもなかったのでしょう。 地主の方との相談が進

行していた。 住民と地主の方が業者に依頼した作業が終わ

ってみれば、斜面林は一面丸裸・・・伐採した樹木は倒木の

状態で斜面に放置されていた。伐採されたものの処理まで手

が回らず？散乱したままであったそうだ。 

 一起の会の皆さんにとってみれば、大変なショックであった

でしょう。地権者の方は境界近辺だけの伐採の心積もりであ

ったようですが・・・。 

 しかし・・・伐ってしまったものはどうにもならないが・・・しかし、

裸になった斜面は新たな問題を起こしていたのですね。 土

砂崩れの恐れです。伐

採して放置された木材

を使っての土留めの工

作物を設置したのも一

起の会の皆さんでした。 

 この伐採事件が起き

たのは一昨々年のこと。

それから一起の会の皆

さんの斜面林の再生の

試みが始まりました。し

かし、一方は邪魔だか

ら伐採したという当事

者ですから・・・ご苦労

は多かったことでしょう。計画書をもって１軒１軒、説得されて

回ったそうです。 

 「事件」が起きてから、昨年１０月に第１回目の植樹が行わ

れるまでの時間は、こうした再起のために費やされた時間で

あったのですね。 

 第二回植樹祭のチラシの文面にはこう記載されていた。 

「身近な森、八ヶ崎の森を再び緑美しい森に育てましょう」

と・・・その決意に圧倒されてきました。 

 第２回 植樹祭 

一起の会 八ヶ崎の勇者たち！！ 

文：吉田 堯、 写真：岡本 博 
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 屏風の表 

馬橋北小学校旧２-１組から 関さんの森へ  

こどもたちからの 贈り物 

 川上 将夫 

    
 馬橋北小学校の旧２年１組（川井田学級）２８人は、１年

生のときに１回、２年生のときは３回、関さんの森を訪れました。

森では思いっきり走り回り、たとえば秋に来たときは、柿をい

っぱい食べるなど、たくさんの思い出をつくりました。 

学校にもどった子どもたちは、関さんの森の絵を描きました。

みんな個性的でステキな絵だったそうです。そこで川井田先

生が思いついたのが、大きな版画を共同制作するということ

でした。３ヶ月かけて少しずつ作り、ようやく巨大版画が刷りあ

がりました。川井田先生は言います。「一人じゃあんな大きい

作品はできないけど２８人で知恵を出し合い考えると、“でき

ない”と思っていた事ができちゃう」 

この刷りあがった版画を、ずっと残したい・・・。川井田先生

は、こどもたちが作った版画で今度は屏風（びょうぶ）をつくる

ことにしました。表具師さんなどたくさんの人たちの協力で、

ついに念願の屏風ができました。そして 7 月 17 日（日）には

子どもたちを招待して、屏風の披露（贈呈式）が行われまし

た。   

  なんと素晴しい版画！ 森の風景、森の生き物たち、森で

遊ぶ子どもたちが、豊かに表現されています。 

この屏風は「１００年はもつ」そうですが、関さんの森エコミュー

ジアムの宝として、大切に保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 10 日、北松戸駅９時

30 分、関東地方が梅雨明け

し、朝から猛烈な日差しが照

りつけていたが、総勢 40名と

なった。到着順にグループを

３班に分け自然観察を行っ

た。最後の班が龍善寺前に

到着すると斜面林の木陰に

包まれ、緑陰には涼やかな

風が通っていた。矢切から江

戸川の遡上と並行して連なる

斜面林は、龍善寺の切り立

った斜面も同じ斜面林で、谷

津の端に「貴重なみどり」が残っていた。龍善寺には首から上

の部分がそっくり消失している「首切り地蔵」があり幕末に思

いをはせた。 

龍善寺を後にし、齋藤家周

辺に向かう。目に鮮やかなみど

りの竹林が見え、気持ちが安ら

ぐのがわかった。竹林は生産緑

地と保護樹林の指定を受け、

「松戸のみどり」がここに残って

いた。 

竹林から安房須神社まで階段をのぼった。境内には力石

４個と祭りの際に立てた幟の礎石、１．２メートル超の庚申塔、

青面金剛の石塔が立てられている。 

安房須神社を降り、東に回りこんで仲台公園を目指す。右

は安房須神社からの傾斜が斜面林を作り、左側は千駄堀地

区の高台の斜面林が見えるが、ところどころ傾斜のなかに住

宅が並ぶ。「地主さんが代替わりして土地を手放したようです」

と緑地保全の活動にとって一番の課題が目の前に広がって

いた。 

 安房須神社から仲台公園での休

憩を経て明治神社に向かう途中の

「二ツ井戸跡」では住宅の壁際に石

碑だけが残され、井戸の使われた往

時をしのぶ跡形もなかった。二ツ井

戸跡からバス通りを横断すると明治

神社に到着した。 

 明治神社は神仏混合を禁じられる

以前は妙見社と称して、中世に活躍

した千葉氏の守護神として信仰して

 贈呈式での記念撮影 

松戸のみどり 再発見ツアー（観察学習会 34） 

北松戸から上本郷のみどりと湧水をめぐる  
～斜面を彩る多様な樹木や台地とみどりの恵み 

「湧水」を訪ね、身近なみどりについて考える～ 

藤田 隆 

    

龍善寺の斜面林 

うつくしい竹林 

明治神社 イチョウ 

子どもたちの版画でできた 大きな屏風 
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特集  

みんなで整備する 秋山の森  

文：吉田 堯、 写真：岡本 博   

 

いた妙見菩薩を祀っていた。明治神社は風早神社と共に三

匹獅子舞が無形文化財に指定されている。 

 明治神社から本福寺を通って通称「井戸坂」を降りると「カ

ンスケ井戸」があった。周辺はマンション、住宅が迫り今にも

潰されそうだが、湧水を守るボランティアのおかげで緋鯉がゆ

ったりと尾びれを動かせる風景が守られているのであった。 

 ３番目の湧水は

「宮の下湧水」上

本郷第二小学校

の北側、学童保育

所があり、子どもた

ちにも適度に利用

されていた。湧水

は気持ちよく冷たく、

まわりに冷気をもたらしていた。宮の下湧水から最後の上り坂

にかかり、大きなイチョウの目立つ風早神社境内に到着した。

観察会の班ごとに本日のまとめをして解散した。 

参加者からいただいた声を拾ってみると、「上本郷に在住

しているが、今日ほど身近にみどりを感じたことはない」「湧水

は湧くように出ているかと思ったが、そうでもなかった」「松戸

を再発見できた」「歩くのが好きで参加したが面白かった」「坂

がつらかった」との感想が聞けた。 

某月某日、まことに春の風が心地よい一日でした・・・「松戸

里やま応援団」の皆さんがお世話をされている「秋山の森」に

出かけてみました。 

この日の作業に参加されたのは１期生３人、３期生３人、４

期生１人…など２０名ほどで、女性も５名。いずれの方もヘル

メットをかぶり腰のケースには鋸や鉈を落としている。足元も

ズックで来ているのは私達くらいなもので、がっちり安全靴を

着用している方も珍しくはない。準備されている道具も半端で

はありません。 

何人かの方に前歴？をお尋ねししてみたが、多くは元サラ

リーマンというお返事・・・仕事を辞め地元に還ってきた松戸

都民なのですね。私のような昭和２０年生まれは・・・ここでは

やや若手？の部類かもしれません。１期生の平均年齢は 70

歳を超えているかどうかだ…定年後に“参戦”し、以来８年が

経過すれば、そういうことになるのでしょうが、ここには何らの

強制もない。やりたいものが自由にやっている。大人の理性

と自由と節度が、誠に気持ちがよい具合に混ざっているよう

にも感じました。 

中でも毎回参加されているという「講座」第一期生、大正生

まれと言う伊藤さんの若々しさには驚きます。「里やまボラン

ティア講座」は座っていればヨロシイというようなものではない

のです。実際に枝おろしをしたり、下草を刈ったり･･･そういう

実働部隊を養成する講座なのですから･･･しかし、彼女は講

座を終え、その後少なくとも８年、里山での活動に参加されて

きたことになる。しかも・・・彼女は、平成 14 年に娘さんを亡く

され、その４ヵ月後にはご主人も亡く

された上に、実はいくつかの持病を

抱えておられた…というが、実際、作

業の様子を拝見させていただいても、

ヘルメット姿もりりしく、まことに

かくしゃく
・ ・ ・ ・

と言う風でありました。我ら

年配者のお手本のような方だと言う

しかない。 

深野さんが「秋山の森」を、ぐるり

と案内してくださった。「秋山の森」

は約１ヘクタールの広さ。３分の１位

は孟宗竹の林でしょうか。 竹林がザザーと揺れている様子

は何とも言えない気持ちの良さである・・・が、事はそう簡単で

はない。雑草は周辺の住宅地などに拡がっていく、孟宗竹は

もっと始末が悪そうです。樹齢５０年を超えるような樹木が大

きな枝を伸ばしていることも珍しくはない。 

しかし、以前は竹林の向こうのお宅はまったく見えなかった

らしいが、深野さんが指を指す方向にお宅がはっきり見えて

いる。 

「里やま応援団」の役割は・・・しかし単に竹林等の整備

だけではない。花粉で洗濯の干し物も

できないという苦情を受けて大木の

枝切りをしたこともある。また、地主と

近隣地の間に入って調整を行ったことも

あったという。経験豊かな社会人の知恵

が何かと活かされているのでしょう。 

緑ネットの岡本さんが、この日の写真

集につけたコメントです。「秋山の森の

会の皆さんの活動を見学させていた

だきました。みなさん、活き活きと活

泥浚いの整備が行われた様子の 宮の下湧水 

本日の参加者、全員集合！ 

枝おろし作業 
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動されていて素晴らしい方々でした。良い環境が、善い

方々を創るのだと思いました。」まことに・・・この通りだと感

じました。 

それにしても・・・このようなすばらしい人々を輩出してきた

のが「松戸里やまボランティア入門講座」であり、今年は９期

目となる。一つのことが１０年近くも続けば・・・もう立派な一つ

の歴史である。このことに深く関わってきた「緑のネットワーク・

まつど」も、こうした皆さんの様子を拝見すれば、多少は自慢

しても良いようにも思えてくる。 

 

松戸里やま応援団”秋山の森”/// 担当責任者の野

口功さんにこれまでの経緯と抱負をお伺いしました。 
 

松戸里やま応援団が秋山の森をお世話することになった

経過は？ 

野口さん・・・６期の会が担当する候補地が秋山の森ともう

一箇所あったのですが、

６期がもう一箇所の方

を選んだのです。それ

で秋山の森が残ったの

ですが・・・ 秋山の森

は現在の地主のご先

代が、それまで随分ま

めに手入れをされて来

たようなのですが、代

替わりをされた地主さんが、手入れが以前のようには行き

届かない、何か良い方法はないものかと市の方に相談が

あったケースなのです。それだけに何とかしたい・・・次の

期に任せてはという考えも あったが、もう 一年待ってほし

いというのも忍びない、それなら既に前例のあった「八幡腰

の森」方式で、グループ全体で整備していこうということに

なりました。 

「松戸里やま応援団」は、もともと 1 期の団体の名称だっ

たのですが、08 年の秋に 1 期のみなさんにご協力いただ

いてグループ全体の呼称とすることになり、「松戸里やま応

援団連絡会」が始まりました。翌年の夏に、「秋山の森」を

グループ全体でやることになった際に、「松戸里やま応援

団」として発足したわけです。 

秋山の森はそういう意味でも大きな意義があった、一つ

のターニングポイントであったとも思います。 

作業状況や活動の評価は？ 

野口さん・・・作業は月２回行っています。毎回だいたい 20

人位の皆さんが参加されています。各会のなかでも・・・ま

あ大変熱心な方々が集まってきているので、作業も非常に

効率よく進むという面もありますし、知識の面でも何かと教

えていただくことも少なくありません。この２年間では、09 年

の作業は 11回、延べ 161人、10年は 23回で、同 337 人

に達しました。 

まず始めは、フェンス沿いに幅 2ｍ 位を刈り払いし、隣

の敷地に覆いかぶさっている竹を皆伐し、越境している木

の枝を切り落とすなど、周囲との関係改善を最優先しまし

た。このことで近隣への直接的な影響をほぼ解決できまし

たし、真竹林も皆伐を進めたことで、かなり風通しがよくなり

ました。 

またご近所へのあいさつ回りも行ってきました。このこと

が地主さんとご近所の間に入る形になって、程よい緩衝役

を 果たしている側面もあると思います。 

今後の 抱負は？ 

野口さん・・・1年半かかって、 枯れたモウソウチクやテング

ス病のマダケは、おおむね処理できてきました。これからは、

モウソウチク林の間伐とマダケ林の再生で、美しい竹林に

していきたいと思います。クヌギの巨木がある台地部、低地

部の草地とあわせて、変化のある素敵な森になるといい 

ですね。 

秋山の森の整備は地主さんの理解や期待があって出来

ていることではありますが、単に地主さんのためにやってい

るわけではありません。この環境をどう利用していくか、子

供たちにどう使ってもらえるか・・・市民の社会資本として有

効に使っていければ意味があることで、地主さんもそのこと

は理解されている。 

夢ですが・・・子供が自然を体験できる場として生かしてい

ければ嬉しいが・・・そのためには何かと問題も多いことも

事実でしょう。 

 

 

 

 

 ８月 18日、里やま応 

援団が主催するステッ 

プアップ講座で、横浜 

市緑区にある「新治市 

民の森」を視察しました。 

この日の参加者は 

総勢 28名。松戸の里 

やまボランティアに加え、みどりと花の課職員、千葉大学園

芸学部柳井研究室、市川市民と多彩な顔ぶれ。松戸市の

協力で大々的なバスツアーとなりました。 

視察地の新治市民の森は、谷戸（谷津）を中心とした約

66ｈａの緑地。所有者から借り受け、市民に公開されており、

維持管理も市民と行政の協働で行われています。午前中

は、横浜市役所職員に同市の制度や市民の森について

話を聞き、午後は森の保全管理に取り組む市民団体「新

治市民の森愛護会」の方々も加わり、森を歩きました。 

横浜市では、公開の森について「森づくりガイドライン」と

松戸里やま応援団ステップアップ講座 

 先進事例(横浜市)視察に参加して 

高橋 盛男 
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～しぜんのコラム１5～  

松戸の貴重種 ハシバミ 
 
本土寺の北斜面、住宅との間の道路から見える場

所にハシバミの樹を見つけました。葉の形がちょっ

と変わっているへーゼルナッツの仲間で、このナッ

ツもおいし 

いらしいで 

す。 
 

このあたり 

にハシバミ 

発見！ 

 

 

 

松戸市内では他で見た事が無く、「松戸市レッドデ

ータブック」があれば掲載間違いないと思われるの

ですが、花も目立たない背の低い木ですので、斜面

の整備で無くなってしまったら残念・・・緑ネット

の観察会下見で訪ねたときに、おそるおそる本土寺

さんに声をかけてみました。 

すると快くお手入れをしている方に引き合わせて

くださり、場所をお知らせすることが出来ました。 

立派なお寺のおかげで守られる緑があることを実

感した「松戸のみどり再発見ツアー⑪」でしたが、

お寺さんに守られて、このハシバミもいつまでも元

気でいてくれたらいいなあと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

印西での調査活動では希少だからと大切に見守られていた。

背が高くならず、強い日差しが大好きな木。周辺の樹が高く

茂ると光不足で弱ってしまうようだ。     (渋谷孝子)             
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茂ると光不足で弱ってしまうようだ。     (渋谷孝子)             

 

「保全管理計画」を策定していますが、これは松戸市の 21 世

紀の森と広場でも導入が検討されているパークマネージメン

トシステムのモデルとしてとても参考になりました。 

一方、行政の施策による管理保全計画は詳細すぎて、松

戸市で展開されている民有樹林地の保全管理には「窮屈す

ぎる」との意見が参加者の大方を占めました。しかし、生態系

の保全、生物多様性と利用の方向性を共有し、保全の具体

的な手法や利用とのバランスを、関係者の合意形成のもとに

進めていくという考え方は、松戸の里やま活動にも必要では

ないかと感じました。 

 当日は猛暑日。しかし谷戸の森に入ると涼しい風が吹きま

す。汗だくの午後でしたが、地元団体との交流も図れ、楽し 

い１日になりました。 

 

 

 

 

５月１４日～２２日に開催の予定で準備を進めてきま

したが、大震災の影響を考慮し、残念ではございます

が今年度の開催を１年間延期し、平成 24 年 5 月の開催

を目指すこととなりました。皆さまにおかれましては、

ご理解、ご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

松戸のみどり 再発見ツアー14（観察学習会 35） 

「ヒガンバナ咲く里やま風景から昭和のガーデンシティーへ」 

里やまボランティアが活動する金ケ作地域とみどり豊かな常盤平団地をたずねて、 

身近な緑について考えましょう 

９月 25 日(日)  9:30～14:30 （小雨決行）  参加費３００円（会員は 100 円)   

集合 新京成線常盤平駅改札口 9：30 集合     持ち物 弁当、飲み物、雨具  

問い合せ 090-2935-9444（高橋）     ※9 月の定例会は 10 日(土)17 時～テント小屋にて 

                                皆さんの参加をお待ちしています    

 

オープンフォレスト in松戸 開催延期  

実行委員会事務局：山下 正徳 

    

 緑のネットワーク・まつど 総会のご報告 

6 月 11 日の総会において、前年度の事業・会計報

告や今年度の事業計画・事業予算案、新役員が承認さ

れました。詳細は当通信に同封の総会報告を、ご参照

いただきますようお願いいたします。 

私たちは「自然観察会（再発見ツアー）」を定期的に

行っていますが、最近は 50 名を超える方々が参加さ

れ、緑への関心はますます高まっています。一方「近

くにこんないいところがあるなんて知らなかった」と

いう声も毎回聞かれます。まだまだ身近にある緑を知

らずにいる人が大勢いるのです。私たちは、「より多く

の人が、緑を知り、楽しみ、理解を深める」活動の一

つとして、この「観察会」を今後も続けてまいります。

市内に残されたわずかな樹林を後世に残すために。    

（代表：川上将夫）                                           

参考写真 
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都市の緑を残すためには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動のテーマは、みどり特に
樹林の保護･保全を願う人やグループと連携しその輪を広げ，豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

 
緑のネットワーク・まつど 

 
 代表：川上将夫   

年会費：1000 円 

  連絡先：高橋盛男 047-367-2857  

  渋谷孝子 04-7153-5392 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 25日 晴天に恵まれ、集合場所の常盤平駅改札口に

は 73人が集まり、最大規模となった。常盤平地区に残された

里やま風景を歩きたい、ヒガンバナを是非見たいと参加した

ご夫婦。きっかけはどうあれ、自然観察会の活動は残された

都市の緑を自分の目で見ていただくこと、川上代表はひまわ

り公園で再発見ツアーの趣旨を説明した。観察会は 3班の班

行動とし、ひまわり公園からヒガンバナ咲く祖光院へと向かっ

た。4 日前に関

東地方を襲っ

た台風 15 号の

影響でヒガンバ

ナ群落が全滅

と事前情報が

入っていた。群

落のほとんどは

花を落としてい

るのではと危惧

していたところ、

境内に入るやヒ

ガンバナは見事に朱色の花を咲かせていた。

朱色に混じって白い花もあり、「はじめて見た」

という感想もチラホラ聞こえた。 

 祖光院から金ケ作自然公園を通り育苗圃へと

向かった。金ケ作自然公園内は台風の影響で

歩行の妨げになるくらい太目の枝、クヌギ、スダ

ジイなど実をつけたままの枝があちこちに散乱

していた。この公園は近くの常盤平北部緑地と

並び松戸市が借地方式で開園しているもの。こ

の公園を遊び場として子どもたちを集めているグループもあ

るらしい。金ケ作自然公園の向かいには立切の森があり、松

戸市の募集した里やまボランティア講座の修了者が「三樹の

会」としてグループを立ち上げ、森の維持管理をしている。 

 立切の森から右に畑、左にテニスコートを歩いていると実を

つけたミズキを発見。ミズキは枝を切ると水があふれてきます

とエピソードを紹介。オーシャンブルーとも言われるリュキュウ

アサガオも花壇を覆っていた。テニスコートのフェンスが切れ 

 

 

 

 

 

て、金ケ作育苗圃に入る辺りから樹木に覆われ緑が濃くなっ

た。 

 育苗圃は松戸市の公園、街路樹用の樹木、草花を育て供

給する市の施設で、ハーブ園、生垣の見本などがある市民

憩いの場となっている。育苗圃から南に向かうと囲いやまの

森に到着した。 

 

荒れた森から音楽会ができる森に 

 囲いやまの森も里やまボランティア講座の

第二期の修了者が中心に森の手入れを行っ

ている。約２ｈａの樹林地は 40 年の間手入れ

されることなく荒れた森のままだったが、手入

れをしたことで林床に日の光が届くようになり、

広場も作られた。広場で親子の自然体験教

室、森の音楽会を年数回開き、市民が森に

親しんでもらう催しも行っている。 

迎え入れてくれた森は、台風によって落と

された枝が散乱し、自

然の脅威をさらけ出し

ていた。森の会の野口

代表は森の全体像、手

入れ作業について話し

はじめ、都市における

みどりのあり方について

も話が及んだ。常盤平

駅からほどない距離に

あってもなお、みどり豊

かな森があることに参加

者の印象も強まったようだった。 

 囲いやまの森から常盤平北部緑地を抜けてしょうぶ公園で

小休止した。公園内にはかつて自噴池があり、ショウブが自

生したことで公園名にもなったところ。斜面には貝層が見られ、

太古の歴史を振り返ることができた。 

しょうぶ公園を中心に広がる常盤平団地は土地の起伏を

利用し、棟と棟の間を広く取った贅沢な設計でガーデンシテ

ィーとも称されている。団地内には幹周り３メートルを超えるメ

松戸のみどり 再発見ツアー14（観察学習会 35） 

「ヒガンバナ咲く里やま風景から 昭和のガーデンシティーへ」 

                   藤田 隆 

育苗圃 
祖光院 
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タセコイヤが立ち並ぶかと思えば、ケヤキ、ヒマラヤスギの巨

木も見られた。団地内の星型住宅を眺め、中央商店街に到

着した。 

昼食を挟んで午後の学習会では８つのテーブルを囲んで、

本日のツアーを振り返りシートを使って話し合った。みどりの

保全活動を行っている里やまグループについて、広報、ＰＲ

が足りない。市民から資金面の援助をいただく募金箱の設置、

横浜市のみどり税の方法があるのではないか。市民が森に

入れるようにイベントを催すなど、みどりをいかにして守るかに

ついての意見が参加者から出された。緑を残すための相続

税対策についても話が及んだ。森に残留する放射能汚染の

影響も無視できないという意見も出された。 

 

 

 

 

 

16日の夜が明ける頃の・・・屋根を打つ雨足は結構強かっ

たのです。床の中では、ウ～ン今日の「森の音楽会」は大丈

夫かいな？という気分でした。 ＭＬを見ると、「決行」のお知

らせがあったが、松戸里やま

応援団・囲いやま森の会（里

やまボランティア入門講座第

2期）」の野口さんは祈りたい

ご気分だったでしょ うか。 

 “森”に伺ったのは初めて

でしたが・・・金ヶ作地区にあ

る新京成線常盤平駅から歩

いて 10分足らずの森は 100

ｍ×200ｍ、広さ 2ヘクタール

という都会では広大な樹林

地ですね。一歩、足を踏み

入れると外界と遮断されてし

まう。野口さんに案内していただいたが、未開発のところは、

まるでジャングル、道ならぬ道を歩いてきました。田舎での我

がご幼少の頃の“ちゃんばら時代”を思い出しました。 そこか

しこの窪みや木陰に身を潜め「敵」がくるのをジッ と待つ。誰

もが完全な戦闘状態に入っていたものです。 こういう立派な

山でいまの子どもにも遊ばしてあげたいものですね。 

  囲いやま森の会の皆さんや地主の方の願いも・・・そうした

ものと近いようです。実際、そうした試みも何かと行われてい

るようです。 

 森に少し入ったところにはポッカリとしたスペースがある。皆

さんが談笑したりする休憩場所のようだ。その一角に、木造の

小屋がある。むろん、皆さんのお手製である。広くはないが骨

組みがしっかりしている。中にはスコップや二輪車、草刈機な

どの器具が収納されている。入り口の上部には「花王はみん

なの森づくりを応援します 財団法人都市緑化基金」というシ

ールが貼られている。現在の「財団法人都市緑化機構」であ

る。3年で 100万円 の資金援助をいただいて、それの一部 6

万円でこの小屋は仕上がったのだという。しかし、気合が入っ

ていますね、立派なものです。 

 「機構」からは・・・2期の他に 4期、5期、6期が助成金の交

付を受けているのだそうだ。松戸里やまのグループは、いず

れも着実に実績を積み上げていることから「機構」からの信頼

も厚いのだという。 

 この日のメーンイベントは「森の音楽会」でした。「一起の

会」（入門講座第一期）と「囲いやま森の会」の共催だというが、

雨の心配は全くなくなりましたね。 

 鬱蒼とした木立のあいだから、日差しがまぶしく入り込んで

います。私自身はコンサートに出かけた経験は多くはない

が・・・まして森の中のコンサー トは未体験ゾーンでした。 

道々に設置された表示に導かれて森の中のさらに奥まっ

たところにある会場に行ってみると・・・いかにも森の中の音楽

会らしい、実にスバラシイ演奏会場ができていました。2畳余

りのステージは今日が杮落としだという。厚手の板が、丸太の

上でしっかりと組み立てられている。 

 開始時間になったころには 40人ほどの観客で丸太づくりの

席はほぼ満席となりました。 

午後１時半、コンサートの開始です。木漏れ日が会場に降

り注ぐなか、二つのグループの

皆さんの演奏が始まりました。 

一つは「花れん」の 3人の皆さ

ん、オカリナを演奏される。もう

一つは設立４年目という「森の

音（ネ）」の 9人の皆さん、コカリ

ナを演奏される。1 時間半余り

の熱演であった。皆さん無論プ

ロではないのだが、森の中を流

れていく軽やかな響きは、風の

音とともに皆さんの体の間を吹

き抜けていき、 聞くものを不思

議な感動につつんでいきまし

た。自然に湧き上がる歌声もステキでした。 

 「森の音」の皆さんは来年 3月 4日、小金の東漸寺で「東日

本大震災被災地支援チャリティ」コンサートを企画されている

というご案内もあった。会場が地元ですから、私も一口のせて

いただきました。ちなみに連絡先は 047－368-5043猪狩さん

ということです。 

 帰途に皆さんの感想を少しうかがってみました。 

皆さん、初めてという方が少なくなかったようだが、「森の音楽

会」を十分に堪能され、ご満足のご様子でしたよ。緑のネット

ワーク・岡本さんが写真集に記された 「森の中で聴くオカリ

ナ、コカリナの音色は格別で、充分に癒されました。」は、まさ

に皆さん共通のものでしょう。 

 それにしても・・・100坪はないのだろうが、この見事な演奏

会場。会場となっている足元は、かつてはゴミの山だったらし

い。だから足元を掘ってはいけないと冗談めかしておっしゃる

のだが、こうした演奏会場の姿は「囲いやま森の会」の皆さん

の労力の一つの集大成なのであろうと、つくづく思う。 

特集   

森の音楽会 囲いやまの森 

文：吉田堯、写真：岡本博 

 




